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ー
バ

ル

化
し

た
世

界
に

お

い

て

新
た
な

連
帯
を
生
み

出
す
可
能
性
を
秘
め

た

も
の

で

あ
る

。

そ

し
て

こ

の

よ

う
な
ベ

ッ

ク

の

宗
教
論
は
、

「

宗
教
間

の

寛
容
は

い

か

に

し
て

可
能
か
」

と
い

う
問
い

に

対
す
る

回
答
の

試
み

で

も
あ
る

。

こ

の
ベ

ッ

ク

の

議
論
を

特
に

そ

の

国
家
論
に

注
目
し

な
が
ら

考

察
す
る

。

　
ベ

ッ

ク

の

主
張
の

骨
子
は

こ

う
で

あ
る

。

グ
ロ

ー

バ

ル

化
社
会
の

条
件

に

よ
っ

て

国
民
国
家
と
い

う
枠
組
み

が

相
対
化
さ

れ
、

そ

の

枠
組
み

の

な

か

で

構
築
さ

れ
て

き
た

制
度
や
組
織
の
一

つ

で

あ
る

「

宗
教
」

も

変
容
し

て

い

る
。

そ
の

変
容
は、

む

し

ろ

国
家
に

よ
っ

て

ゆ

が

め

ら
れ

て

い

た
宗

教
本
来
の

可
能
性
を

解
放
し

、

国
家
を
越
え
た

新
た

な

連
帯
の

可
能
性
を

開
く
と
い

う
こ

と

で

も

あ
る
。

　
ベ

ッ

ク

の

世

俗
化
論
の

特
徴
を
ま

と

め

る

と

次
の

よ

う
に

な
る

だ
ろ

う
。

　

ω
宗
教
が

国
家
の

枠

組
み

か

ら

解
放
さ

れ
る

こ

と

に

積
極
的
な

意
義
を

　

　
見

出
す

。

　

ω
世

俗
化
諸
局
面
を
「

再
帰
的
近
代
化
」

の

枠
組
み

で

統
一

的
に

論
じ

　

　
る

。

　

 
複
合

性
（
ヨ
三
冖

乾
互
昌）

の

強

調
。

一

方
向
的、

二

者
択
一

的
な

　

　
世

俗
化
論
の

批
判

。

　

 
新
た

な

連
帯
を
志

向
し
た

実
践
性

。

　
ベ

ッ

ク

は

自
分
の

議
論
が

欧
米
の

文
脈
に

限
定
さ
れ
た
も
の

で

あ
る

こ

と

は
認
め

て

い

る
。

一

方
で、

「

ア
ジ

ア
の

混

交
宗
教
は

、

『

自
分
の

神
』

の

補
完
と

修
正
と

な

る
」

と

い

う
こ

と

も

述
べ

て

い

る
。

い

ず

れ
に

せ

よ
、

グ
ロ

ー
バ

ル

化
・

コ

ス

モ

ポ

リ

タ

ン

化
と

い

う
理

論
的
前
提
が

あ
る

以
上、

ベ

ッ

ク

の

議
論
の

射
程
に

入
る

の

は

切
り
離
さ
れ
た
「

つ

の

社
会

や

宗
教
で
は

な
く、

世
界

社
会
に

お

け
る

国
家
と

宗
教
の

関
係
と

な

る
。

宗
教
は

本
来
国
民

国
家
の

枠
組
み

に

収
ま

ら

な

い

性
質
の

も

の

で

あ
る

と

い

う
主

張
は
、

欧
米
の

文
脈
に

限
る

こ

と

で

は

な

い
。

ベ

ッ

ク

の

議
論
は

極
め

て

楽
観
的
で

は

あ

る

が
、

宗

教
に

積

極
的
な

現

代
的
意
義
を

見

出

し、

そ
の

将
来
的
な
ヴ
ィ

ジ
ョ

ン

を

具
体
的
に

提
示
す

る

も
の

と

し
て、

評
価
す
る

こ

と

が

で

き
る

だ
ろ

う
。

宗
教
と

博
覧
の

近
代
史

　
　

−
社
会
貢
献
の

視
点
か

ら

濱

　
田

陽

　

博
覧
会
を、

地

域、

国
、

世
界
の

文

化
や

文
明
の

発
展
を
め
ざ
し
て

企

図
さ

れ

た

文
化
装

置
と

す
れ

ば
、

宗

教
が
そ

こ

に

い

か

に

関
わ
っ

て

き

た

の

か

を
み

る
こ

と

で、

社
会
貢
献
の

新
た
な
可
能
性
を
考
察
で

き

る
の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

日
本
の

宗
教
と

博
覧
の

近
代
史
を

振
り
返
っ

て

み

た

い
。

　

日

本
初
の

博
覧
会
と
い

わ

れ
る

京
都
博
覧
会
（
一

八

七
一
）

は

西
本
願

寺
大
書

院
で

開
か

れ
て
い

る
。

第
一

回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
一

八

七
七）

ま
で

の

三

〇

博
覧
会
の

う
ち
一

四

が

寺
院
と

神
社
で

開
催
さ

れ

た
。

近
代

的
公
園
整
備
の

前
に

、

宗
教
は

博
覧
会
に

場
を
提

供
し
た
の

で

あ
る。

ま

た
、

明
治

政
府
が

公
式
参
加
し
た
欧

米
の

万
国
博
で

は

鎌
倉
大
仏
や

平
等

院
鳳
凰
堂
な
ど
が

再
現
さ

れ
、

イ
メ

ー

ジ

戦
略
と

し
て

日
本
の

宗
教
文
化

を

押
し

出
し
て

い

る
。
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昭
和
に

は
、

伊
勢
で

四
つ

の

博
覧
会
が

開
催
さ

れ
た

。

い

ず
れ
も
伊
勢

神
宮
と
博

覧
会
を
一

体
と

し

て

と

ら
え
な
が
ら

人
々

の

に

ぎ
わ

い

を
つ

く

り
出
し

、

伊

勢
の

発

展
に

結
び
つ

け

よ

う
と

し

た

試
み

で

あ

る
、

と
く

に
、

平
和
博

覧
会
（
】

九
四

八
）

は、

第
二

次
世
界
大

戦
後、

国
内
初
の

博
覧
会
と

し
て、

日

本
と

伊
勢
の

復
興、

荒
廃
し

た
神

宮
の

保
護
を

め

ざ

し
た

点
で

注
目
で

き
る。

　

戦
後
に

は
、

長
野
で

も
平

和
博
覧
会
（
一

九
四

九）

が

開

催
さ
れ

た
。

長
野
と
［

［

本
の

産

業
振
興
を

図
る

と

と

も
に
、

宗
教
館
を
特

設
し
て

地
域

の

宗
教
文

化
の

豊
か

さ

を
ア
ピ
ー

ル

し

た
。

合
わ

せ

て
、

戦
争
の

混
乱
で

中
断
さ

れ

て

い

た

善
光
寺
開
帳
を

実
施、

国

内
外
の

戦
没
者
の

供

養
も

行

わ
れ
た

。

　

金
沢
の

全
日

本
宗
教
平
和
大
博

覧
会
（

］

九
五

〇
）

は
、

宗
教
を
正

面

か

ら

テ

ー
マ

に

打
ち

出
し

た

ユ

ニ

ー

ク

な

試
み

で

あ
る
。

平
和
建
設
に

宗

教
が

貢
献
す
る

こ

と

を

唱
え

、

多
く
の

神
社
仏
閣
を

有
す
る

北
陸
地
域
の

文
化
と

産

業
の

振

與
を

め

ざ

し
た

。

文

部
大
臣

、

建
設
大
臣、

運
輸
大

臣、

衆
参
国
会
議
員、

仏
教
各
宗
各
派

管
長、

神
社
本
庁
統
理
、

基

督
教

団

総
会

議
長

、

聖
公
会

総
主

教
、

大
本
教
・

天
理
教
幹
部
な

ど

が

顧

問
に

名
を
つ

ら
ね

、

政
府
と

宗
教

界
の

幅
広
い

賛

同
を

得
た
こ

と

が
わ

か

る
。

宗
教
平

和
館
を
中
心
に
、

三

つ

の

仏
教
館、

神
道
館、

キ

リ
ス

ト

館、

大

本
愛
善
館
が

設
置
さ

れ

た
。

博
覧
会
の

宿
命
と

し

て
一

過

性
の

イ
ベ

ン

ト

で

は

あ
る

が、

宗
派
の

違
い

を
超
え

て

刀
国

戦
没
者
の

慰
霊
を

行
い
、

芸

術
、

産
業、

観
光、

科
学
と

宗
教
の

深
い

関
係
を

展
示
し
、

地

域
の

活
性

化
を

試
み

た

点
は

評
価
さ

れ
て

よ
い

。

　

大
阪
万
博
（
一

九
七

〇）

に

設
け

ら
れ

た

キ

リ
ス

ト
教
館
は、

科
学
文

明
の

産
物
に

あ
ふ

れ

る

万
博
の

相
対

化
を
ね

ら
っ

た
。

参
加
の

可
否
を

め

ぐ
っ

て
［

口

本
の

プ
ロ

テ

ス

タ

ン

ト

教
会
に

深

刻
な

亀
裂
を

生
じ

さ

せ

た

が
、

科
学
・

物
質
・

富
・

喧

噪
・

観
覧
に

対
し
、

そ

れ

ぞ

れ

宗
教
・

精

神
・

清
貧
・

静
寂
・

内
省
を

強
調、

キ

リ
ス

ト
教
へ

の

口
本
人
の

無
関
心

を

克
服
し

、

大

戦
後
に

欧
米
の

万
博
で

キ

リ
ス

ト

教

館
が
設
け
ら
れ
た

エ

キ
ュ

メ
ニ

ズ
ム

の

流
れ

を

引
き

継
こ

う
と

し
た
試
み

で

も
あ
っ

た
。

　

平

成
の

南
紀
熊
野
体

験
博
（
一

九
九
九）

は、

現
代
文
明
で

充
足
さ

れ

な
い

心
の

隙

間
を
聖

地
の

魅
力
に

よ

っ

て

満
た

す
こ

と

を
め
ざ
し、

「

癒

し
」

を

流
行
語
と

し
て

広
め

た
。

オ

ー

プ

ン

エ

リ
ア
方
式
を
採
用
し、

聖

地
熊
野
の

自
然
環

境、

巡
礼、

祭
り
の

無
形
文
化
が

活
用
さ

れ
た
。

イ
ベ

ン

ト

の

広
域

連
続
展
開
を
進
め、

一

〇
万
人
の

熊
野
詣
な
ど

の

巡
礼
に

よ

っ

て

熊

野
古
道
を
再
生
し

、

様
々

な
祭
り
を
活

性
化、

世
界
文
化
遺
産
登

録
ま
で

実
現
さ

せ

た
。

　

宗
教
と

博
覧
会
が
、

行
き

過
ぎ
た

ナ

シ

ョ

ナ
リ

ズ

ム

と

帝
国
主
義
に

利

用
さ

れ、

ま

た

加
担
し
て

き

た
事
実
は

否
定
で

き

な

い
。

し

か

し
、

地
方

博
に

着
目
す

れ
ば
、

 
人
々

が

集
う

場
の

提

供、

 
文

化
力
の

ア

ピ

ー

ル
、

 
平
和
発
展
祈
願、

 
文
明
へ

の

反
省
的
視
座
の

導
入、

 
人
々

の

精
神
の

充
足
に

、

宗
教
が

役
立
っ

て

き
た

こ

と

も

無

視
で

き

な
い
。

　
こ

の

よ
う
な

役
割
を
宗
教
に

可
能
に

し

た
の

は
、

地
域
社
会
の

文
化
セ

ン

タ

ー
と
し
て

観
光
や
産

業
に

関
わ
っ

て

き
た
寺
院
と

神
社
の

伝
統
と

革

新
性
で

あ
り、

キ

リ
ス

ト

教
と

新
宗
教
に

つ

い

て

は
、

現
代
文
明
を
相
対

化

す
る

精
神

的
資
源
で

あ
る

、

と

い

え
る
だ

ろ
う

。
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